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石 川 県 公 安 委 員 会 規 則 第 三 号

石 川 県 警 察 固 有 物 品 管 理 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 警 察 固 有 物 品 管 理 規 則 ( 昭 和 四 十 年 石 川 県 公 安 委 員 会 規 則 第 二 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 の 二 第 二 項 中 「 次 の 各 号 に 掲 げ る 」 を 「 経 常 的 か つ 軽 微 な 事 務 の う ち 、 別 に 定 め る 」 に 改 め 、 同 項 各 号 を 削

る 。
第 四 条 第 四 項 中 「 出 張 」 の 下 に 「 、 休 暇 」 を 加 え る 。

第 九 条 中 「 様 式 第 ご を 「 別 記 様 式 第 一 号 」 に 、 「 行 な う 」 を 「 行 う 」 に 改 め る 。

第 十 条 の 見 出 し 中 「 供 用 不 適 品 」 を 「 供 用 不 適 品 等 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 中 「 う ち 、 」 の 下 に 「 供 用 の 必 要 が な い

と 認 め る も の 又 は 」 を 加 え 、 「 認 め ら れ る 」 を 「 認 め る 」 に 、 「 物 品 不 用 決 定 書 ( 様 式 第 二 ) 」 を 「 供 用 不 適 品 等 報 告

書 ( 別 記 様 式 第 二 号 ご に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 前 二 項 」 を 「 前 項 」 に 、 「 す み や か に 」 を 「 速 や か に 」 に 改 め 、 「 ま

た は 第 二 項 」 を 削 り 、 同 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 同 条 第 二 項 中 「 ま た は 」 を 「 又 は 」 に 、 「 も し く は 」 を 「 若 し く は 」

に 、 「 物 品 修 繕 改 造 書 ( 様 式 第 三 ご を 「 物 品 修 繕 ( 改 造 ) 書 ( 別 記 様 式 第 四 号 ご に 改 め 、 同 条 中 同 項 を 第 三 項 と し 、

第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

2 警 察 本 部 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 報 告 を 受 け た と き は 、 速 や か に 物 品 返 還 書 ( 別 記 様 式 第 三 号 ) に よ り 物 品 管 理

官 に 返 還 し な け れ ば な ら な い 。

第 十 一 条 第 一 項 中 「 様 式 第 四 」 を 「 別 記 様 式 第 五 号 」 に 改 め る 。

第 十 二 条 第 二 項 中 「 と き は 、 」 の 下 に 「 重 要 物 品 及 び 」 を 加 え 、 「 様 式 第 五 」 を 「 別 記 様 式 第 六 号 」 に 改 め る 。

第 十 三 条 中 「 と き 」 の 下 に 「 、 又 は 使 用 す る こ と が で き な い と 認 め る と き 」 を 加 え 、 「 す み や か に 」 を 「 速 や か に 」

に 改 め る 。

第 十 四 条 第 一 項 中 「 供 用 中 の 物 品 で 」 を 「 そ の 供 用 中 の 物 品 の う ち 、 」 に 、 「 も の が あ る と 認 め る 」 を 「 と 認 め る も

の 又 は 使 用 す る こ と が で き な い と 認 め る も の が あ る 」 に 、 「 様 式 第 六 」 を 「 別 記 様 式 第 七 号 」 に 改 め る 。

第 十 五 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

( 供 用 換 )

第 十 五 条 警 察 本 部 長 は 、 物 品 供 用 員 の 聞 に お い て 物 品 の 所 属 を 移 す と き は 、 当 該 物 品 を 供 用 し て い る 物 品 供 用 員 に

対 し 、 返 納 命 令 を し 、 当 該 物 品 を 供 用 す べ き 物 品 供 用 員 に 対 し 、 供 用 の 目 的 を 明 ら か に し て 受 領 命 令 を し な け れ ば

な ら な い 。

2 警 察 本 部 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 供 用 換 し よ う と す る と き は 、 物 品 供 用 換 書 ( 別 記 様 式 第 八 号 ) を も っ て す る も

の と す る 。

第 十 六 条 中 「 ま た は 」 を 「 又 は 」 に 、 「 た だ ち に 」 を 「 直 ち に 使 用 物 品 亡 失 ( 損 傷 )

も っ て 」 に 改 め る 。

報 告 書 ( 別 記 様 式 第 九 号 ) を



第 十 七 条 中 「 ま た は 」 を 「 又 は 」 に 、 「 た だ ち に 」 を 「 直 ち に 前 条 に 規 定 す る 」 に 改 め 、

条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

2 前 項 の 報 告 の う ち 、 損 傷 に 係 る 報 告 を し た と き は 、 第 十 条 第 三 項 に 規 定 す る 報 告 を 前 項 の 報 告 を も っ て 行 う こ と

と し 、 こ れ を 省 略 す る こ と が で き る 。

第 十 九 条 中 「 様 式 第 九 」 を 「 別 記 様 式 第 十 号 」 に 改 め る 。

第 二 十 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

2 物 品 供 用 員 は 、 前 項 に 規 定 す る 点 検 を 実 施 し た と き は 、 固 有 物 品 点 検 結 果 報 告 書 ( 別 記 様 式 第 十 一 口 互 に よ り 警

察 本 部 長 に 報 告 す る も の と す る 。

第 二 十 一 条 中 「 お よ び 」 を 「 及 び 」 に 、 「 別 表 第 ご を 「 別 記 様 式 第 十 二 号 か ら 別 記 様 式 第 十 五 口 す ま で 」 に 、 「 別 表

第 二 」 を 「 別 記 様 式 第 十 六 号 及 び 別 記 様 式 第 十 七 号 」 に 改 め る 。

第 二 十 二 条 の 見 出 し 中 「 引 き 継 ぎ 等 」 を 「 引 継 ぎ 等 」 に 改 め 、 同 条 中 「 様 式 第 十 」 を 「 別 記 様 式 第 十 八 号 」 に 、

「 物 品 出 納 簿 等 に 添 付 し て 」 を 「 物 品 出 納 簿 又 は 物 品 供 用 簿 と と も に 」 に 改 め 、 同 条 た だ し 書 中 「 引 き 継 ぎ 」 を 「 引

継 ぎ 」 に 改 め 、 同 条 を 第 二 十 三 条 と し 、 第 二 十 一 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

( 物 品 の 異 動 の 整 理 区 分 )

第 二 十 二 条 前 条 に 規 定 す る 物 品 の 異 動 は 、 物 品 出 納 員 及 び 物 品 供 用 員 ご と に 、

定 す る と こ ろ に よ り 区 分 し て 整 理 し な け れ ば な ら な い 。

別 表 第 一 及 び 別 表 第 二 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 一 ( 第 二 十 二 条 関 係 )

物 品 出 納 員 に 係 る 整 理 区 分

同 有 国 持 N 由 有 印 } 4 N N E ( 決 議 司 ) 剖 期緬 bラ

四

区 分 に

物 品 管 理 官 か ら 無 償 使 用 し た 場 合

物 品 を 物 品 供 用 員 に 供 用 す る 場 合

物 品 の 供 用 を 他 の 物 品 供 用 員 に 移 す 場 合

物 品 を 物 品 供 用 員 か ら 返 納 さ せ る 場 合

無 償 使 用 し て い る 物 品 を 物 品 管 理 官 に 返 還 す る 場 合

物 品 の 亡 失 に つ い て 整 理 す る 場 合

物 品 に つ い て 前 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い 異 動 が あ る 場 合

百五 当 す

七
六
五

別 表 第 二 ( 第 二 十 二 条 関 係 )

物 品 供 用 員 に 係 る 整 理 区 分

区
雑
亡
返
返
供
受

件
失
れ
納
用
領

い
|
分

四

区 分 に

物 品 を 物 品 出 納 員 か ら 受 領 す る 場 合

物 品 を 使 用 職 員 に 供 用 す る 場 合

物 品 を 物 品 出 納 員 に 返 納 す る 場 合

物 品 を 使 用 職 員 か ら 返 れ い さ せ る 場 合

物 品 の 亡 失 に つ い て 整 理 す る 場 合

物 品 に つ い て 前 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い 異 動 が あ る 場 合

言葉 当 す

六
五

様 式 第 一 中 「 燕 刷 灯 油 l ( 浦 日 L h か ご を 「 油 一」 刊 議 刊 行 滅 H h 叩 ( 浦 市 山 山 市 理 市 対 ご に

d
担 ミ主

「 ( 様 式 第 八 ご を 削 り 、 同

そ れ ぞ れ 別 表 第 一 及 び 別 表 第 二 に 規

る 場 止入 口

る 場 止入 口

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
寸

芯
同
勢
E
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)ill:
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nn
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君
設
油
i首 U長
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時
刻
n

を

タト 対
m

に 改 め 、 同 様 式 備 考 2 中 「 斗 跨 耳 〉 湖 一 」 品 主 」 を 「 汁 時 竺 汁 四 一 分 H 糠 遊 詩 〉 浬 品 一琳 」 に 改E身

め 、 同 様 式 を 別 記 様 式 第 一 号 と す る 。

様 式 第 二 を 次 の よ う に 改 め る 。



平成 29年 3月 22日(水曜日) 石川県公報 号 タト

別記様式第 2号 (第10条関係)

第 号

年 月 日

本 部 長
物品出納員

次 席 課長補佐 係 長 係 員
会計課長

供用 不 適品 等 報 告書

報告する。

次のとおり供用不適品等を 返還してよろしいか。

返還を命ずる。

分 類 I 分 要頁 H 高田 分 類

日ロ日 目 規 格 数 量 摘 要

返還理由

物品の現況

備考 1 決裁欄は適宜変更することができる。

2 この用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。

~hl撚十モト 「様式第十 (第二十二条)J会J i男IJ記様式第18号 (第23条関係)J以F

ヲ| 京陸 書
会l

年 月 日作成

ヲ| 京陸 書

「および」拠 「及びJ ~ J話交' [ig:謎十占1堅付モト 「寸法はA列4半IJJ会J i大きさは、日本工業規格A列4番J ~ J話交'[ig:

2き十式会Jiii;1旧経世機十〈ロやムJj [ig: ~長官 G' 1iii; ~告訴 G' -\-1 ~送十式会)寝吋i'(ð 。



4 平成 29年 3月 22日(水曜日) 石川県公報 号 タト

別記様式第11号(第20条関係)

年月日

固有物品点検結果報告書

石川県警察本部長

官職 氏 名 殿

物品供用員

(職名)

(階級、氏名) ⑮ 

固有物品の点検を下記のとおり実施したので報告します。

記

1 実施日

年 月 日( ) 年 月 日( ) 

2 点検者

(官職、氏名) ⑪ 

(官職、氏名) ⑮ 

3 品目

点検数量 以下 点

(物品供用簿上の数量 以下 点)

4 亡失の有無

有 無

5 次回点検予定時期

年 月 日

備考 この用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。
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号
(
第
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条
関
係
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同 有 国 持 N 由 有 印 } 4 N N E ( 決 議 司 )

No
 

物
ロロ
ロ
管
理
簿

物
ロロ
ロ

出
t内

簿

異
動
高
現
在
高

異
動
現
在
高

供
用

内
訳

数
量

増
減

書寄
保
計

供
保

年
月
日
摘
要

摘
要

備
考

数
数

数
増
減

言十
価
格
価
格

価
格

量
量

管
量

用
管

(単
位

品
目

納

-
重
要
物
品

簿
出

品
物

警
察
庁
・

剖 緬 bラ 期 d
担 ミ主

こ
の
様
式
は
、
重
要
物
品
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

物
品
の
分
類
及
び
品
目
別
に
別
葉
と
す
る
。

こ
の
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
A
列
4
番
と
す
る
。

1 2 3  

備
考



別
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号
(
第
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条
関
係
)

同 有 国 持 N 由 有 印 } 4 N N E ( 決 議 司 )

No
 

物
ロロ
ロ
管
理
簿

物
ロロ
ロ

出
車内

簿

異
動
高
現
在
高

異
動
現
在
高

供
用

内
訳

数
量

数
量
貸
保

供
保

年
月
日
摘
要

摘
要

備
考

付
計

増
減

言十
増
減
寄 託
会国
立

用
会
田古

(
単
位

納

品
目

簿
出

品

-
備
品

物

警
察
庁
・

剖 緬 bラ 期 d
担 ミ主

こ
の
様
式
は
、
備
品
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

物
品
の
分
類
及
び
品
目
別
に
別
葉
と
す
る
。

こ
の
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
A
列
4
番
と
す
る
。

1 2 3  

備
考



同 有 国 持 N 由 有 印 } 4 N N E ( 決 議 司 )

別
記
様
式
第
14
号
(
第
2
1条
関
係
)

目

異
動
現
在
高

供
用

内
訳

数
量

年
月
日
指商

要
供
イ呆

備
考

増
減

言十

用
会国
主

ロ 口口

車内
簿

出
ロ ロ口

物
皿

E  
(
1
)
 

警
察
庁

剖 緬 bラ 期 d
担 ミ主

こ
の
様
式
は
、
通
信
物
品
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

物
品
の
分
類
及
び
細
分
類
並
び
に
品
目
別
に
別
葉
と
す
る
。

こ
の
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
A
列
4
番
と
す
る
。

1 2 3  

備
考



同 有 国 持 N 由 有 印 } 4 N N E ( 決 議 司 ) 剖

別
記
様
式
第
15
号
(
第
21
条
関
係
)

(
消
耗
品
)

物
品
出
納
簿

No.
 

分
類
I

物
品

管
理

簿
物

ロロ
ロ

出
j内

簿

年
月
日

摘
要

異
動
数
量

指商
要

異
動
数
量

1
 
現
在
高
l
 
備

考
増

減
増

減

品
目

(単
位
)

分
類
H

緬 bラ 期 d
担 ミ主

物
品
の
分
類
及
び
品
目
別
に
別
葉
と
す
る
。

こ
の
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
A
列
4
番
と
す
る
。

1
 
2
 

備
考



平成 29年 3月 22日(水曜日) 石川県公報 号 タト

別記様式第16号(第21条関係)

物品供用簿(重要物品・備品)

分類H 細分類

品目 (単位)

年
摘 要 |異蹴量|現 備 考

月 日 増 |減供用 |保管 | 計

「…………つ…………………ア寸…「…下…γーっ……………1

備考 1 物品の分類及び細分類並びに品目別に別葉とする。

2 この用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。

別記様式第17場(第21条関係)

物品供用簿(消耗品)

分類H

品目 (単位)

月日
増 減 受領印|現在高|備 考

「…丁一…「…「…11……
備考 1 物品の分類及び品目別に別葉とする。

2 この用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。

~hl総長モト 「様式第九(第十九条)J会J I別記様式第10号(第四条関係)J以話交'I![謎IiH堅持lI'，..-;モト 「および」会j

「及びJL!.' I![経世主堅持lI'NfrI寸法はA列4判」会J I大きさは、日本工業規格A列4番JL!.話交'I![謎官会Ja;!同経伝

線十01いよjヤl{d。

総世話底くモト 「様式第八(第十七条)J会J I別記様式第9号(第16条関係)J L!.' 

物品管理官

官職氏名 殿

物品供用員

課(署)

物品供用員

官職 氏名

使用職員

会l

@ 
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石川県警察本部長

官職氏 名殿

物品供用員

官職氏 名殿

県 公 報

課(署)

物品供用員

官職

使用職員

官職

草壁hl燃同モト 「様式第五(第十二条)J会J 1別記様式第6号(第12条関係)J ~' 

号 外

~部~'

氏 名 @ 

氏 名

11分類nl IJω 「巨亙E 匝亙
古'f~ ' [jg:草壁 hlt雲井l!' rl モト「、毛布、 出動服、鉄帽等のようなもので」州事:S:γ [jg:~長信翠1ll!' N荘 「寸法はA列 4 判」会)

「大きさは、日本工業規格A列 4番」己都~' [jg:~長官会J â;同様hl組長K恥ムJ炉心。

縦十式総E任 「様式第四(第十一条)J会J 1別記様式第5号(第11条関係)J ~' 1を(請求)する。」会j

請求する。

を してよろしいか。 ~恒常'[jg:縦十占鰹刊l!' N モト「寸法はA列 4 半Ij J 会J 1大きさは、日本工業規格A列4番J~部

命ずる。 J

~' [jg:~長官会)冨同型経世話民同 日やム)~tQ。

部 長

制撚川荘 「様式第三 (第十条)J州 「別記様式第4号(第10条関係)J以， I支出負担行為担当官|州

物品管理官

本 音日

報告する。

長|ぜ「してよろしいか。」拠 を してよろしいか。 ぜ

要する。

物品管理簿登記済 物品出納簿登記済 物品供用簿登記済

年 月 日

物品出納簿登記済

年月日

年 月 日 年 月

物品供用簿登記済

年月日

日
会j

トJ

定予公'[jg:主~hl!雲井l!' N モト 「寸法はA列 4 判」会J 1大きさは、 日本工業規格A列 4番J~話公， [jg:~長官会J â; Iç，hl~tÁ燃gjnや

-'0かの。

~ 1~~送信燃 1 I nや G'安5，~告訴G' 1 j援材会l異't<tQ。
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別記様式第 3号 (第10条関係)

年 月 日

第 号

物品管理官

石川県警察本部長 殿

石川県警察本部長

物 品 返 還 書

次のとおり物品を返還します。

分類H 細分類 品 目 数 量 備 考

返還理由

物 品管理簿登記済 物品出 納簿登記済

年 月 日 @ 年 月 日 ⑪ 

備考 この用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。

董 E
，.-; ) J 8~展~ :t主 ' 住トゼ 1! +~母 11! m:: l! + II! m. -R心慢にいの。

N 部同~iii; 8 ト尽~~語抑制民困w寧I1g証皿割寝~8~寝{f!;/L!.醐や ニド社世__)1J æ:; ~草 ~ ' 将兵矧くR 8 ~' ~長岡~ 8羅縦長J __) ν越æ:;

かの)J -¥J ':R下ノ仰の。
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